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トレンドの検討（Mann-Kendall検定） 2-4 地域ごとの整備目標・対策目標の検討
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非定常水文統計解析手法
〇これまで下水道計画においては、年最大雨量等の極値分布が時間的に変化しない（定常）とみなして
水文統計解析を実施してきた。

〇しかしながら、時間50mmを超えるような短時間降雨の発生回数が近年増加していることや、非温暖化
実験結果から地球温暖化の影響により降雨量が増加していることが示されており、過去の降雨量の標本を
定常として扱うことが妥当か検証する必要がある。

〇本検討では、2010年までを対象に定常性の検討を行った結果、非定常となる観測所において、観測開
始～2010年までのデータ期間を使用して、①定常解析、②非定常解析による比較検討を実施。

〇今回、非定常の水文統計解析として、GEV分布の母数（位置母数、尺度母数）を時間依存として最
尤法により母数を推定。

2-4 地域ごとの整備目標・対策目標の検討
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非定常水文統計解析手法
〇年最大雨量（60分降雨量と10分降雨量）を対象に適用する。
〇モデル間の優劣については、AIC（Akaie’ｓ Information Criterion：赤池情報量基準）で評価し、
AICが最小となるモデルを選定する。なお、もともとのAICは無限標本を仮定しているため、ここでは小標本
に対しても偏りが生じないよう有限修正がされたAICo（修正情報量基準）を採用している。

定常

2-4 地域ごとの整備目標・対策目標の検討


